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　研究成果をまとめた報告書がセンターごとに掲載されています。PDF版で、ダウンロードす
ることもできます。平成26年度の３センター研究成果報告会の詳しい発表内容については、
ここからご覧ください。

研究報告書
３センターの最新の研究を知る

（１）病気の影響や、飲んでいる薬の副作用
について考えてみましょう。 

（２）身体的痛み、便秘・不眠・空腹などの
不調による影響を考えてみましょう。

（３）悲しみ・怒り・寂しさなどの精神的苦
痛や性格等の心理的背景による影響
を考えてみましょう。

（４）音・光・味・におい・寒暖等の五感へ
の刺激や、苦痛を与えていそうな環境
について、考えてみましょう。 

課題に関連しそうな本人の言葉や
行動を書き出してみましょう
あなたが困っている場面（Ａに記載した内
容）で、本人が口にしていた言葉、表情やしぐ
さ、行動等をありのままに書いてください。

課題の背景や原因を整理してみましょう
思考展開エリアに記入した内容を使っ
て、この課題の背景や原因を本人の立
場から考えてみましょう。

「Ａ課題の整理Ⅰ」に書いた課題を
本人の立場から考えてみましょう
「Ｄ課題の背景や原因の整理」を踏まえ
て、あなたが困っている場面で、本人自
身の「困り事」「悩み」「求めていること」
は、どのようなことだと思いますか。

本人にとっての課題解決に向けてできそ
うなことをいくつでも書いてみましょう
このワークシートを通じて気づいた本人の
気持ちにそって㋐今できそうなことや㋑試
せそうなこと㋒再度の事実確認が必要な
こと等をいくつでも書いてみましょう。

課題の整理Ⅰあなた（援助者）が感
じている課題
事例にあげた課題に対して、あなた自
身が困っていること、負担に感じてい
ることを具体的に書いてください。

課題の整理Ⅱあなた（援助者）が考
える対応方法
①あなたは本人にどんな「姿」や「状態」
になってほしいですか。

②そのために、当面どのようなことに取り
組んでいこうと考えていますか？あるい
は、取り組んでいますか。

（５）家族や援助者など、周囲の人の関わり方
や態度による影響を考えてみましょう。

（６）住まい・器具・物品等の物的環境によ
り生じる居心地の悪さや影響について
考えてみましょう。 

（７）要望・障害程度・能力の発揮と、アク
ティビティ（活動）とのズレについて考
えてみましょう。 

（８）生活歴・習慣・なじみのある暮らし方
と、現状とのズレについて考えてみま
しょう。
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共感的理解共感的理解
本人の視点から課題の解決を考えられるように、援助者の
思考展開を行います。
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ひもときシート ひもときシート 

分析的理解（思考展開エリア）分析的理解（思考展開エリア）
根本的な課題解決に向けて、多面的な事実の確認や情報を
整理します。2援助者として感じている課題を、まずはあなたの視点で評価します。1 評価的理解評価的理解
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　平成 20 年度より厚生労働省の認知症対策等総合支援事業のひとつとして「認知症ケア高度
化推進事業」で実施したひもときねっと。困難事例を参考に本人本位のケアなどの、ハウツー
だけでなく、もっとも大切な「気づき」を学ぶ、ひもときシート等が掲載されています。

ひもときねっと　ホームページ
認知症介護研究・研修東京センター
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ホームページアドレス：http://www.dcm-obu.jp/

パーソン・センタード・ケアとDCM（認知症ケアマッピング）公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　パーソン・センタード・ケアの理念を実践するために考案されたDCM（認知症ケアマッピング）。
認知症を抱える人の視点に立とうとすること、またその人の可能性に着目することなどの考え方を
学ぶDCM研修の情報が掲載されています。
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若年性認知症コールセンター公式HP
認知症介護研究・研修大府センター

　平成２１年１０月１日に、誰もが気軽に相談できて、専門的な支援機関に適切に結びつけられるよ
う、若年性認知症に係る相談コールセンターが全国に１カ所、認知症介護研究・研修大府センター
に設置されました。若年性認知症ならではの情報が掲載されています。（平成27年5月20日に「生
きがいを見つける」を公開しました。）
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社会福祉法人 仁至会
認知症介護研究・研修大府センター
〒474-0037 愛知県大府市半月町三丁目294番地
TEL 0562-44-5551　FAX 0562-44-5831
http://www.dcnet.gr.jp/

日　　時

場　　所

平成２8年３月１6 日（水）

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）
大ホール（2Ｆ）

開場 １２：３０　開演 １３：００

社会福祉法人 仁至会　認知症介護研究・研修大府センター

愛知県、名古屋市、大府市、岐阜県、三重県、国立長寿医療研究センター、長寿科学振興財団、あいち介護予防支援センター、日本認知症ケア学会、

中日新聞社、毎日新聞社、朝日新聞社、読売新聞社、東海テレビ放送、テレビ愛知、ＣＢＣテレビ、メ～テレ、中京テレビ放送(株)、

全国認知症介護指導者ネットワーク、認知症介護指導者大府ネットワーク、日本パーソン・センタード・ケア・ＤＣＭネットワーク
後　援


